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2月 2４日、「ＪＡ長野県ビル」において長野地本「第１０回地方委員会」を開催しました。第１１回定期

大会以降の運動の総括と、＜メインスローガン＞「安全で働きやすい職場風土を構築し、社会から信

頼される労働運動を推し進めよう！」を柱とした第1２回定期大会までの活動方針を参加者全員で確

認しました。 

 

臼井委員長からは新型コロナウイルス感染症の状況や感染拡大防止対策について、２０２３

春闘のたたかいの状況や今後のたたかい、２０２３春闘総決起集会への結集のお願いについて

のあいさつがありました。 

来賓の本部藤本委員長からは関東地本と東北地本の結成について、２０２３春闘の状況や他

労組と連帯の状況、第１１回定期大会以降の新潟地本などでの組織拡大、変革２０２７などの業

務問題についてのあいさつがありました。 

議長には長野支部の御子柴英彦さんが選出されました。 

質疑では６名の委員から「２０２３春闘での賃上げに対する会社の発言や物価上昇による生

活苦、賃金上昇に向けてのたたかい、組合未加入社員や他労組組合員の声を集めるたたかい」「過半

数代表者選挙」「ジョブローテーションによる転勤の問題や組織の状況」「小海線での空転による遅れ

の問題」「駅のサービスマネージャー廃止や要員の問題」「長野新幹線車両センターの現状」「コロナ禍

における職場の要員問題」「今後の組織体制への提言」など、様々な発言がありました。新型コロナウ

イルス感染症は小康状態になりつつあるとはいえ、無くなったわけではありません。感染拡大防止に

留意しながら２０２３春闘勝利、組織強化・拡大、職場諸問題の解決、安全で働きやすい職場づくりを

全組合員で自信を持って推し進めていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

E-mail  naga-30-naga@hotmail.co.jp 

＜サブスローガン＞ 

１．JR グループで働く全ての労働者の「死亡事故・重大労災ゼロ」 

            に向け、安全風土の確立と風通しの良い職場をつくりだそう！ 

１．全組合員参加の労働組合運動を通して、組織の拡大と強化に向けて全力で取り組もう！ 

１．あらゆる労働条件・労働環境を総点検し、働きやすい職場をつくりだそう！ 

１．２０２３春闘をすべてのＪＲ労働者と共闘・連帯し、闘おう！ 

１．平和憲法と民主主義を守るため、すべての労働者と連帯しよう！ 


